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5-1︱合同シンポジウム
平成21年度　女性研究者支援システム改革プログラム事業合同シンポジウム

テーマ：女性研究者支援の新時代を迎えて

日時：平成21年11月25日（水）・26日（木）

場所：日本大学会館２階大講堂

参加報告機関：

　　　　　「女性研究者支援モデル育成」事業

　　　　　 平成19年度採択機関（10機関）

　　　　　 平成20年度採択機関（13機関）

　　　　　 平成21年度採択機関（12機関）

　　　　　「女性研究者養成システム改革加速」事業

　　　　　 平成21年度採択機関（５機関）

ポスターセッション発表者：坂無淳

取組み報告：山形大学「山形ワークライフバランス・イノベー

ション」

発表者：木村松子

5 アウトリーチ活動

平成22年度　女性研究者支援システム改革プログラム事業合同シンポジウム

テーマ：未来を築く女性研究者の飛翔に向けて

日時：平成22年10月５日（火）・６日（水）

場所：京都大学百周年時計台記念館

　　　百周年記念ホール／国際交流ホール

参加機関：

　　　　　「女性研究者支援モデル育成」事業

　　　　　 平成20年度採択機関（13機関）

　　　　　 平成21年度採択機関（12機関）

　　　　　 平成22年度採択機関（10機関）

　　　　　「女性研究者養成システム改革加速」事業

　　　　　 平成21年度採択機関（５機関）

　　　　　 平成22年度採択機関（７機関）

ポスターディスカッション発表者：坂無淳

ROUND POSTERS（グループ討議）参加：坂無淳



099

Ⅱ
活
動
報
告

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5-1

Ⅲ
資
料
編

平成21年～23年度報告書第1部
Ⅰ
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

平成23年度　女性研究者研究活動支援事業合同公開シンポジウム

テーマ：女性研究者支援に向けた持続可能な取組

の実現～「モデル的取組」から「研究とライフイ

ベントの両立」へ～

日時：平成23年11月１日（火）・２日（水）

場所：筑波大学東京キャンパス文教校舎

参加機関：採択機関

　　　　　北海道・東北グループ（９機関）

　　　　　関東グループⅠ（８機関）

　　　　　関東グループⅡ（８機関）

　　　　　東海・関東グループ（８機関）

　　　　　関西・中国グループ（10機関）

　　　　　四国・九州グループ（９機関）

グループディスカッション：北海道・東北グループ

　秋田大学「大学間連携と女性研究者支援in秋田」

　岩手大学「共生の時代を拓く、いわて女性研究者支援」

　金沢大学「やる気に応えます金沢大学女性研究者支援」

　東北大学「杜の都女性科学者ハードリング支援事業杜の都ジャンプアップ事業for2013【加速】」

　富山大学「富山循環型女性研究者育成システムの構築」

　新潟大学「キャンパスシッターによる育成・支援プラン」

　弘前大学「つがるルネッサンス！地域でつなぐ女性人才」

　北海道大学「輝け、女性研究者！活かす・育てる・支えるプランin北大輝け、女性研究者！

　　　　　　　根を張れ、花咲け、実を結べ＠北大【加速】」

　山形大学「山形ワークライフバランス・イノベーション」

グループディスカッション参加者：幅崎麻紀子
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報告要旨：
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ポスター：
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5-2︱他機関での活動と連携

独立行政法人国立女性教育会館事業

１

名称：男女共同参画のための研修と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）

日時：平成22年８月27日15：30－17：30

場所：国立女性教育会館

内容：ワークショップNo.55「大学における男女共同参画意識の醸成」

発表者：島根大学　男女共同参画推進室

　　　　筑波大学　男女共同参画推進室

　　　　山形大学　男女共同参画推進室　幅崎麻紀子・坂無淳

参加人数：大学関係者、一般参加者　約30人

�

２

名称：男女共同参画のための研修と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）

日時：平成23年10月22日12：30～14：30

場所：国立教育会館201研修室

内容：ワークショップ４「『女性研究者支援モデル育成事業』から『男女共同参画』へ　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　～事業終了後、同事業の成果を活かしていくために～」

開催趣旨：「女性研究者支援モデル育成事業」が始まり、はや６年。この間に各大学・研究機関は、

環境整備や意識改革など、様々な「女性研究者支援」に取り組んできた。そしてこの事

業を終えつつある今、女性研究者支援や男女共同参画を継続していく方法を模索している。

このワークショップでは、地域や採択年度の異なる、国公立の４大学の取組を紹介する。

そして、この「女性研究者支援」の成果を活かして、いかに大学の中に根ざし、継続し

ていくかについて、参加者と一緒に考えていく。

発表者：静岡大学　男女共同参画推進室

　　　　長崎大学　男女共同参画推進センター

　　　　山形大学　男女共同参画推進室　幅崎麻紀子・坂無淳・石澤多貴子

　　　　大阪府立大学　女性研究者支援センター

参加人数：大学関係者、一般参加者　約30人
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３                                             

名称：平成23年度「大学職員のための男女共同参画推進研修」

日時：平成23年12月8日（水）～9日（金）

場所：国立女性教育会館

参加者：大学・研究機関・高等専門学校等より意思決定組織に所属する教職員88名

内容：ワークショップ（分科会２）

分科会２【大学におけるワーク・ライフ・バランス】：

　参加15人（徳島大学、情報・システム研究機構、日本大学、筑波大学、岩手大学、弘前大学、岩

手医科大学、福島工業高等専門学校、長岡工業高等専門学校、富山高等専門学校、鈴

鹿工業高等専門学校、熊本高等専門学校、福島大学、広島大学、山形大学）

  コメンテーター：渥美由喜　内閣府男女共同参画会議　専門委員

　　事例①「さらに羽ばたく女性研究者たち　研究支援とワーク・ライフ・バランス

　　　　　　～３年間の取組報告～」

　　　　　　東海大学ワークライフバランス推進室、特任助教　谷　俊子

　　事例②「山形ワークライフバランス・イノベーション」　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　山形大学男女共同参画推進室チーフ・コーディネーター　木村松子

　予め参加者からの「意見交換したいこ

と」が集約されており、それを意識した

コメントや事例報告が行われた。特に、

男女共同参画やワークライフバランスが

女性だけの問題として矮小化されやすこ

とに対して、男性の参加の促進や育児休

業取得の促進について成功例を聞きたい

という意見があった。　

　山形大学の取組の中で、聞き取り巡回

相談に関心が集まり、聞き取ったことを

どのように制度設計等に繋げていくのか

という質問が、実際に大学で相談業務に

携わっている方から出された。

　これから男女共同参画推進に取り組む

という機関からの参加者が多く、それぞ

れが大学・組織に持ち帰って生かせる実

践的な意見交換とネットワーク作りの機

会となった。
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山形県男女共同参画センター・チェリアとの連携

　山形県男女共同参画センター（愛称チェリア）は、山形県の男女共同参画社会づくりを進めるた

めの拠点施設として、平成13年に遊学館（山形市緑町）内にオープンした施設である。同センターは、

男女共同参画社会づくりの推進を目的とする団体・グループの活動の場であるだけでなく、団体間

の交流や県民の幅広いネットワークづくりを目的として毎年、「チェリア・フェスティバル」を開催

している。

　山形大学男女共同参画推進室は、同センター及び県内の団体等と連携するため、平成22年度から

登録団体となり、交流・情報交換・フェスティバル参加等を行っている。現在、県内の登録団体は

68団体となっている。また、学生対象のワークショップ開催など相互の連携を進めている。

連携の経過
平成22年

 １.28（木） 山形県男女共同参画センター団体登録決定
 ３.13（土） 平成21年度チェリア登録団体ネットワーク会議参加
 ５.29（土） 平成22年度チェリア・フェスティバル第1回実行委員会参加
 ６.22（火） 山形大学男女共同参画フェスタにパネル「メディアウォッチ」借用　
 ７.31（土） 第２回実行委員会参加

 ７.７（水）
山形大学基盤教育「ジェンダーの社会学」（坂無淳助教担当）
　チェリア塾マスターコース受講生を招いてのワークショップ
　「男女のライフヒストリーにみるジェンダー役割」を開催

10.２（土） 第３回実行委員会参加

10.17（日） チェリア開設10周年「チェリア・フェスティバル山形2010
すすめよう・共に未来へ・ワークライフバランス」に展示参加

12.４（土） 第４回実行委員会参加

12.14（火）
山形大学基盤教育「ウーマン・オブ・ヤマガタ」（木村松子准教授担当）
　チェリア企画係長　齋藤由美子氏を招いての講義と対話
　「誰もが生きやすい社会を」を開催

平成23年
 ３. ５（土） 平成22年度チェリア登録団体ネットワーク会議参加
 ５.14（土） 被災地支援のあり方についてチェリア円卓会議参加
 ６.21（火） 山形大学男女共同参画フェスタにパネル「女性差別撤廃条約」借用
 ６.25（土） 平成23年度チェリア・フェスティバル第1回実行委員会参加

 ６.29（水）
山形大学基盤教育「男女について議論する」（坂無淳助教担当）
　チェリア塾認定ファシリテーターを招いてのワークショップ
　「ジェンダークイズ、思い込みを探す」を開催

 ７. ６（水）
山形大学基盤教育「ジェンダーの文化人類学」（幅崎麻紀子助教担当）
　チェリア塾認定ファシリテーターを招いてのワークショップ
　「山大生が考える大震災3.11から118日過ぎて今」を開催

 ７.30（土） 第２回実行委員会参加
10. １（土） 第３回実行委員会参加

10.16（日） 「チェリア・フェスティバル山形2011　すすめよう・共に未来へ・ワークライ
フバランス」に展示参加

12. ３（土） 第４回実行委員会参加
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平成23年度

チェリア・フェスティバル山形2011に参加

タイトル：山形大学ワークライフバランス・イノベーション！　

目的：山形大学の男女共同参画やワークライフバランスの実現に向けた取組を紹介する。

　　　大学や大学院への進学や学びの情報を提供する。

日時：平成23年10月16日（日）10：00～16：00

場所：遊学館（山形県山形市）

参加者：3,647人、山形大学展示コーナーへは24人（女性16人・男性8人）が訪れた。

内容：パネル展示と説明、相談への対応

　１　意識改革に向けた取組

　２　ワークライフバランスを可能にする職場作り

　３　女性研究者の裾野拡大

　４　社会人入学やセミナー等の紹介

　事前に打合せを行い、各種資料を読んで準備した学生スタッ

フも一緒に対応することで、より声をかけられやすい雰囲気

ができていた。 対応する学生スタッフ

山形県男女共同参画センター機関誌「チェリア」掲載　　vol.30 2011.Spring.p.7.
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山形市男女共同参画センター・ファーラとの連携

　山形市男女共同参画センター（愛称ファーラ）は、山形市民の男女共同参画に関する学習、相談、

情報提供、交流等の拠点施設となっている。平成８年に女性団体の強い要望によって「女性センター」

として開館し、平成15年に現在の名称に変更した。施設は、山形市総合福祉センター（山形市城西町）

内にある。

　同センターは、平成23年に15周年を迎えることから11月12日に記念事業を実施するに当たり、

市民による実行委員会を組織し、山形大学男女共同参画推進室からも技術補佐員が委員として参画

した。

　また、ファーラ主催の学習事業に山形大学男女共同参画推進室員が講師を務めるなど連携を進め

ている。

　市民の中から公募で選ばれ

た編集協力員の方々の訪問を

受けて、坂無淳サブ・コーデ

ｨネーターがインタビューに

答えた。

　地域で活躍する男性として、

室の中の唯一の男性スタッフ

であり、ジェンダー研究者で

ある坂無コーデｨネーターに

関心と注目が集まっていると

いうことである。

　また、男女共同参画推進室

が学長の元に組織されている

こと、まだまだ女性研究者が

少ないため、意識改革や託児

サポート、巡回相談や女子高

校生向けセミナーなどの取組

を行っていることが紹介され

た。

山形市男女共同参画情報誌「ぷら～な」掲載　vol.37September2010,p.4.
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ファーラ主催の学習事業

平成22年度女性学講座（３回連続）

テーマ：自分らしい「幸せ」とは？

第１回：

　８月24日（火）10：00～12：00

　「女と男どっちが幸せ？」

　坂無　淳　助教　

第２回：

　８月31日（火）10：00～12：00

　「多様な生き方を探る」

　高木　直　教授

第３回：

　９月10日（金）10：00～12：00

　「『美と健康』とジェンダー」

　幅崎麻紀子　助教

平成23年度出前講座

テーマ：自分らしい幸せとは？

第１回：

　10月20日（木）13：30～15：30

　「多様な生き方を探る」

　高木　直　教授

第２回：

　10月25日（火）

　「女と男どっちが幸せ？」

　坂無　淳　助教
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山形市男女共同参画課との連携

　「山形市男女共同参画推進協議会」（山形市における男女共同参画に係る施策の推進等に関し、市

長の諮問に応じ審議する機関）の委員として、木村松子チーフ・コーディネーターが市長の委嘱を

受けて参画している。平成23年３月３日、第２次山形市男女共同参画計画「いきいき山形男女共同

参画プラン」の策定について山形市長に答申した。また、それぞれの事業に相互に参加し、男女共

同参画及びワークライフバランスの推進に向けて連携を進めている。

連携の経過

平成22年

 ４月28日（水） 第１回山形市男女共同参画推進協議会参加。委員委嘱、互選により会長に「い
きいき山形男女共同参画プラン」改定の諮問を受ける。

 ８月９日（月） 第２回山形市男女共同参画推進協議会開催
議事：「いきいき山形男女共同参画プラン」改定について

 ９月１日（水） 「男女共同参画に関する作品」審査会参加

10月17日（日） 山形市男女共同参画講演会参加
もう一度あなたにワクワク～男と女　再発見～

11月24日（水）
第３回山形市男女共同参画推進協議会開催
議事：「いきいき山形男女共同参画プラン」
改定について

平成23年

 ２月22日（火）
第４回山形市男女共同参画推進協議会開催
議事：「いきいき山形男女共同参画プラン」
改定について

 ３月３日（木）
第２次山形市男女共同参画計画

「いきいき山形男女共同参画プラン」
の策定について山形市長に答申

 ５月24日（火） 第１回山形市男女共同参画推進協議会開催
議事：平成22年度事業報告、平成23年度事業計画、その他について

 ８月24日（水） 「男女共同参画に関する作品」審査会参加

11月７日（月） 第２回山形市男女共同参画推進協議会開催
議事：平成22年度調査報告、平成24年度事業計画、その他について

11月12日（土） 山形市男女共同参画センター開館15周年記念事業参加
ココロをつなぐ共同参画　～思う・行う・続けよう自分らしく～

山形市男女共同参画講師派遣事業による研修会の実施

城北麺工株式会社（山形市）研修会

日時：平成23年１月21日（金）17：00～18：00

場所：パレスグランデール

テーマ：仕事と家庭の両立について

講師：木村松子チーフ・コーディネーター

参加人数：100人

（完成したプラン）




